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上式は





ここで Im)は集団運動状態 ILJ)に直交する状態である.Eq.(26)の最後の式では､■状態 tm)の
中に集団運動状態と結合している状態は含まれていないとしたOところで､Hfは集団運動状
態Iu)を励起出来ないから､Im)についての和をLU)を含むtn)についての和に置き換えられ
る｡すると､eq.(25)から､
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が得られる｡上式は今までのLandaudampingの理解と全く違う結果を与えている｡即ち､幅
の原因は電子密度がイオン分布からはみ出すことによる量子効果である｡はみ出しがなければ
減衰は起きず､q-0である｡実はこれは当然で､r<R,ではeq.(17)は調和振動子のポテン
シャルに他ならないからである｡
以上のように､我々は朝永理論を使えば､先に述べた二つの仮定をせずにMieplaSmonの
Landaudampingを議論することが出来る｡結果は仮定1と異なり､幅は電子密度のイオン密
度表面からのしみだLによるものである.更に､connsistentに求めたMieplasmonと他の状
態との結合ハミル トニアンは仮定2と全く異なる｡現在､eq.(27)を具体的に計算し､詳細な
RPA計算【5】との比較を行なっているが､上述の結果はRPAの計算結果を非常に良く説明す
る【8】｡
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